
 

 

 

 

 

 

 １０月は、「いじめ見逃しゼロ強調月間」です。 

 いじめが原因による自殺報道が依然としてなくなりません。最悪の場合、いじめは人の

命をも奪ってしまいます。子どもも大人も、社会全体が「いじめをしない！決して見逃さ

ない！決して許さない！」ことを強く認識し、行動することによって、全ての人が安心し

て暮らし学べる社会にしなければなりません。 

 近年、ネットいじめも深刻です。相手の顔が見えない安易さから、誹謗中傷や心ない内

容をＳＮＳへ書き込み、事が重大になってからその悪質性に気付かされます。大切な子ど

もをネットトラブルから守るのは大人の役割です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

糸魚川市立木浦小学校 

学校だより No.１０ 

令和元年１０月９日発行 

新潟県いじめ問題対策連絡協議会としての共通メッセージ 
 

■いじめは、いじめを受けた児童生徒の心身の健全な成長及び人格の形成に重大な影

響を与えるのみならず、その生命又は心身に重大な危険を生じさせるおそれがある。 
 

■いじめの問題は、児童生徒だけの問題ではなく、心豊かで安全・安心な社会をいかに

してつくるかという、県民みんなで考えていくべき課題である。 
 

■新潟県いじめ問題対策連絡協議会では、いじめに悩む児童生徒を救うため、学校、

家庭、地域、その他関係機関が強いネットワークをつくりあげる。 
 

■「いじめをしない！決して見逃さない！決して許さない！」「見て見ぬふりはしない！ 

みんなで声を掛け合う！」を合い言葉にして、いじめ防止に全力で取り組む。 
 

■令和元年度も引き続き「ネットいじめ防止」を取り上げ、「ネットの危険性の周知」と 

「ＳＮＳへの書き込みの影響についての理解」に焦点を当てた取組を展開し、いじめの

未然防止に努める。 いじめ防止のため、新潟県小学校長会から要請がありましたので、
このメッセージを掲載し、保護者・地域の皆様から積極的に行動し
ていただきたくお願いします。 
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９月２７日（金）、雲ひとつない上天気に恵ま

れ、校内マラソン記録会を行いました。 

開会式では、糸魚川市民がよく口にする「負け

とられん」を引用し、激励しました。 

１・２年は１０００ｍ、３年は１５００ｍ、４

年は２０００ｍ、５・６年は２５００ｍ。学校周

辺の特設コースで練習を積んできました。保護者

や地域の方々の熱い声援を受け、子どもたちは自

己記録に挑み、最後まで力一杯走り切りました。 

 

 

 

 ９月２５日（水）には火災対応の避難訓練で消火器や煙体験、１０月３日（木）には地

震体験車「なまずⅢ世号」と放水体験車「がんばって消そまいＣＡＲ」が来て、震度７の

激震や直径４０ｍｍのホースでの放水を体験することができました。 

 ６年生は、「地震や消火活動を体験できたので、もしも本当の災害に遭ったら、今日の

訓練を思い出して行動したいです。」と感想を発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月         11月 
 

友達に 
自分の記録に 

ゆっくり走りたい心に 

「なまずⅢ世号」            「がんばって消そまいＣＡＲ」 

で震度７を体験             に放水体験 

 

１９（土）木浦わくわく文化祭 

２１（月）振替休業日 

２９（火）国語中間テスト 

３０（水）市音楽発表会（文化会館） 

      ３～６年参加 

７（木）いじめ見逃しゼロスクール集会 

     ５・６年参加（能生中） 

 ８（金）～１７（日）読書旬間 

     家庭学習強調旬間 いきいき生活運動 

１３（水）きずな集会 

１９（火）就学時健康診断 

２０（水）サケの採卵受精 

２０（水）～２９（金）キャリア教育強調旬間 

２９（金）収穫祭 


